
公立大学法人

１ 予算編成方針

▽ 平成24年度は第２期

 ※平成18～23年度の第1期

▽ 中期計画の達成に向け

※「未来への橋渡し」をキ

戦」を柱とした改革を推

２ 当初予算の概要

○予算規模

区 分

収入支出予算

  ○収入内訳

区 分

運営費交付金

施設費

学生納付金

国庫補助金等

受託・共同研究収入

その他

目的積立金取崩収入

合 計

第１期期間中の取組成

第２期中期計画達成へ

緊急・特定課題への重

人山口県立大学 平成24年度当初予

中期計画期間（平成24年度～平成29年度

中期計画では、法人化後の大学運営の基礎・基

けた立案・準備を行いつつ、現下の緊急

キーワードに、「地域マインド豊かな人材の育成

推進

平成24年度

Ａ

平成23年度

Ｂ

増減

Ｃ＝Ａ

1,928,895 2,034,425 △105

   ○支出内訳

予算額 構成比 区 分

1,026,309 53.2 人件費

13,777 0.7 教育経費

807,185 41.9 研究経費

35,506 1.8 教育研究支援費

14,000 0.7 地域貢献経費

32,118 1.7 施設費

0 0.0 一般管理費その他

1,928,895 100.0 合 計

運営費交

付金

の他 目的積立

金取崩

成果の継承 

への準備 

重点対応

教育改革・質保証に

入口・出口対策の強

大学運営基盤の強化

地域貢献の充実、国

算の概要

度）の最初の年度

基盤づくりを達成

・特定課題にも対応

成」と「地域活性化への挑

（単位 千円 ％）

減額

Ａ－Ｂ

増減率

Ｄ＝Ｃ／Ｂ

5,530 △5.2 

予算額 構成比

1,431,290 74.2
148,307 7.7
93,700 4.9

5,658 0.3
48,509 2.5
13,777 0.7

187,654 9.7

1,928,895 100.0

人件費

一般管

理費等

に向けた取組の推進 

強化

化

国際化の推進



３ 主要事項 

（1）教育改革・質保証に向けた取組の推進 

① 文部科学省大学改革推進事業（ＧＰ）の成果の継承    9,313 千円      

文科省の補助が終了した 5 件のＧＰを大学単独事業として実施

② 国際体験プログラム「地域実習」            1,362 千円 ※拡充  

国内外の各地域における実習プログラムへの参加

③ コミュニティソーシャルワーカー育成推進事業       880 千円     

地域交流スペース「Yucca」での地域住民等との交流学習活動

④ 食育系プロジェクトの推進               1,444 千円      

小学生対象食育プログラム、地産地消プロジェクト等の活動支援

⑤ 別科助産専攻の開設                  2,575 千円 ※新規  

これまで学士課程で行っていた助産師養成を、外出しして実施

⑥ 教育の質保証等に向けた組織的取組           2,443 千円      

「教育研究推進室」による教育企画・研究推進対策、教職員の能力開発

（2）入口・出口対策の強化 

① 入学企画対策事業                   7,186 千円 ※拡充  

県内志願者及び大学院志願者（社会人）の増加に向けた取組の充実

② 就職対策事業                     14,828 千円 ※拡充  

就職活動支援体制の強化により、優れた人材の地域への提供を推進

（3）大学運営基盤の強化 

① 第二期施設整備計画対応                1,000 千円 ※新規  

本学として必要な調査検討を進め、県が行う基本設計に対応

② 大学広報の推進                    6,287 千円      

地域における存在感を高めるため、本学の特色や魅力を発信

（4）地域貢献の充実 

① 生涯学習オープンカレッジ                2,648 千円      

一般県民や高校生等を対象に全 39 講座を開講

② 中山間地域元気創出若者活動支援事業【県委託事業】   12,800 千円      

大学生等の若者による中山間地域を応援する自発的な取組みを支援

③ 感染管理看護体制強化事業【県委託事業】        9,500 千円 ※新規  

認定看護師等への研修により、県内の感染管理体制を強化 

④ 看護教員養成講習会【県委託事業】           15,206 千円 ※新規  

看護教員への講習により、看護教育の充実向上を図る 

（5）国際化の推進 

① 国際交流の充実                    1,762 千円      

学術交流協定校 4 校との国際交流（ にも参加）

② 地域での国際交流機会の創出               515 千円 ※拡充  

留学生を地域の小中学校等に派遣し、相互交流型の国際理解講座を開催


